
避難確保計画の作成パターン及び使用様式について

パターン１

すでに

「洪水」の計画を

作成・提出済み

の施設

今回新たに
該当する
災害種別

高潮

使用様式

①新たに該当する災害種別（高潮）についての計画と、

すでに作成・提出済みの計画（洪水）の内容（※）が同一の場合

※避難場所や移動手段など

②新たに該当する災害種別（高潮）についての計画と、

すでに作成・提出済みの計画（洪水）の内容（※）が異なる場合

※避難場所や移動手段など

作成後、所管課に提出

→ 【高潮追加】表紙及び【高潮追加】防災体制確立の判断時期

を作成

→ 高潮時の避難確保計画（令和４年７月作成）

を作成



避難確保計画の作成パターン及び使用様式について

パターン２

新たに「洪水」

「高潮」「土砂」

のいずれかの計画

を作成・提出する

施設

今回新たに
該当する
災害種別

洪水

土砂

高潮

使用様式

③「洪水」「高潮」「土砂」のいずれかに該当する場合）

→該当する災害種別に応じた計画を作成

「洪水」⇒ 洪水時の避難確保計画（令和４年７月作成）を作成

「高潮」⇒ 高潮時の避難確保計画（令和４年７月作成）を作成

「土砂」⇒ 土砂災害時の避難確保計画（令和４年７月作成）を作成

④「洪水」「高潮」「土砂」の複数に該当する場合）

ア 避難場所や移動手段などの計画内容が異なる場合

（例）「洪水」と「高潮」に該当し、計画の内容が異なる場合

⇒ 洪水時の避難確保計画（令和４年７月作成）と

高潮時の避難確保計画（令和４年７月作成）の両方を作成

イ 避難場所や移動手段などの計画内容が同じ場合

（例）「洪水」と「高潮」に該当し、計画の内容が同一の場合

⇒ 洪水時の避難確保計画（令和４年７月作成）と

【高潮追加】表紙及び【高潮追加】防災体制確立の判断時期

の両方を作成

作成後、所管課に提出


